
 

様式第９号（第 13 条関係） 

事  業  実  績  書 

 

１  事 業 名 竹林のスコレー、倉敷穂井田竹灯籠祭りプロジェクト 

 

２ 実施期間         令和５年４月１８日～令和６年２月２８日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要 

放置竹林の整備、竹資材の農業への活用と竹を用いた伝統行事の創生による地域の 

魅力向上 

 

② 事業の流れ等 

・倉敷市玉島陶の穂井田地区では、過疎化と高齢化が進み田畑の管理者が不足して

いる。その結果、竹が増えて放置竹林となり、竹が倒れ通路の邪魔になったり土砂

崩れの危険もある。また、地域の景観を悪化させている。放置竹林や竹害を解消す

るために、竹を資材として用いた伝統行事を企画した。竹灯籠を用いた祭りを行う

ことで、恒常的に竹の間伐を意欲的に行えるように意図した。また、使い終わった

灯籠は、竹炭にして土壌改良用に農業資材として畑に撒いて土に戻し、自然の循環

を尊重する行事として設計した。 

・竹灯籠まつりイベント時期は、日の入りが早くなり稲刈りが終わる 11 月 11 日

（土）、12 日（日）とし、それまでにサブイベントとして竹灯籠づくりワークショ

ップを開催し、興味のある人を募っていった。その効果もあり、当日に竹灯籠を展

示していただける協力者の方とも繋がりができ、4名の竹灯籠作家の方が作品展示を

行なっていただいた。 

・竹灯籠まつりの協力団体として、玉島陶・服部まちづくり協議会、穂井田消防団

が竹灯籠展示の準備、来場者の警備・誘導に当たっていただくことができた。また、

展示する竹灯籠の一部を玉島高校美術部の生徒の方に手がけていただくことができ

た。まちづくり協議会の代表者、当法人、備中県民局担当者とで全体運営ミーティ

ングを定期的に行い、進捗状況や当日の運営方法について意見交換を行い、実施に

あたった。 

・竹灯籠まつり実施日程は、令和 5 年 11 月 11 日(土)、12 日(日)、16 時 30 分

開場、点灯時刻は 17 時から 20 時。イベント会場となる古民家に芸術的な竹灯籠の

展示を行い、周辺の農道に街路を照らすシンプルな竹灯籠を 2,000 本配置、見栄え

の良いスポットにも創作されたものを配置した。雨天は竹灯籠の規模を縮小して開

催予定とした。12 日午前に小雨がパラついたものの行事に大きな影響はなく行えた。 

・都市と田舎の地域間交流、穂井田地区の関係人口を増やすため、実施対象地域外

からの来場者の参加を促す目的で、HP や SNS などを使ってイベントの周知に努めた。 

 

  



 

③ 成果･効果 

全体：竹の間伐面積に関して、面積あたりの竹の本数が予想以上に多く、思った

よりも狭い範囲にとどまったが、地域の方から間伐希望があり、喜ばれた。今年初

のイベントであったが、県民局と協力しての広報宣伝活動が功を奏し、目標を超え

る来場者数を得ることができた。2日目がボランティアの参加が少なく運営の負担が

増えた、来年度の改善点として挙げられる。詳細は下で述べる。 

成果目標１地域の竹害を予防し、地域の景観の美化を図る。  

間伐した竹林の面積、竹の本数、景観の作業前後の写真を撮影。玉島陶、服
部地域の荒れている竹林を減らし、農業や交通の妨げにならないように管理
するとともに、地域の景観を改善する。 

評価指標・測定方法  
数値目標  

今年度  (参考 )６年度  

当初の目標値 整備された竹林の面積 1ha 2ha 

実際に整備できた竹林の面積 0.3ha(3000m2) 0.5ha(5,000m2) 

振り返り：放置竹林の竹の本数が予想以上に多く、面積あたりに伐採する竹
の量が多かったため、想定した面積よりもかなり少ない結果であった。しか
し、間伐した場所は、景観がよくなり日当たりが改善したことで、田んぼの
日照も回復、米の収量も良かった。来年度は、整備された竹林の面積を広げ
て観光資源となるように進めていく。 
成果目標２地域活性化、都市農村交流の促進。 
竹燈籠祭りの来場者数を測定する。新たな祭りを企画、実施することで地域
の連帯を図り地域内の人的交流の活性化、都市農村交流を促進する。また、
毎年の行事として定着するように来年度の開催に向けても、企画、広報を行
っていく。  

評価指標・測定方法  
数値目標  

今年度  (参考 )6年度  

当初の目標値 来場者数 述べ1,000人→ 600人に下方修正 述べ2,000人 

実際の来場者数 述べ1,010人 単日で1,000人 

振り返り：チラシ、インターネット（HP,SNS）、新聞広告など、多様な媒体
を用いた周知のおかげで、予想以上の来場者を得ることができた。アンケート
結果から見ると、地域在住の参加者は全体の5%であった。倉敷市内が80％（穂井
田地区含む）、市外が15%（岡山市、瀬戸内市、浅口市、玉野市など）、県外が5%
（東京、広島、兵庫）であり、目標である地域間交流の促進、関係人口の増加に
寄与することができたと考える。また、玉島陶・服部まちづくり協議会、穂井田
消防団の皆様に展示の準備や、来場者の警備、誘導をお願いすることができた。
地域に住む方々に実際に手伝っていただけて、近隣の方々からもまた来年もやっ
てほしいという声を多数いただくことができた。 
成果目標３ 伝統行事として継続する。 
年度ごとにより多くの協力者を巻き込み竹燈籠の制作本数を増やしていく。  

評価指標・測定方法  
数値目標  

今年度  (参考 )6年度  

当初の目標値 祭りの竹燈籠の本数 2,000本 4,000本 

実際に展示した竹灯籠の本数 2,300本 3,000本 

振り返り：今年が初年度となり、協力者を模索する段階から始まったが、竹
灯籠づくりワークショップや地域の方とのつながりから、灯籠制作を手伝っ
ていただける方と繋がることができた。また、小中学校、高校、大学など教
育機関と連携を計画し、玉島高校の美術部の生徒の方々に展示用の竹灯籠を
制作していただくことができた。来年度は、本年度の実績を紹介しながら早
めに協力、連携できる機関を探していきたい。竹灯籠の制作は、竹の伐採か
ら運搬にもかなりの労力が必要なことが分かり、来年度の目標も4,000本から
3,000本に下方修正する。 

 サブイベント振り返り：11 月の竹灯籠まつりに向けて竹灯籠に興味のある人、家族で



 

工作などをしてみたい人を集め、竹灯籠の制作に慣れるため、竹灯籠づくりワークショッ

プを開催した。また、竹灯籠まつりで使用した竹灯籠を炭にして土壌改良用の農業資材と

して畑に撒くために竹炭の作り方を学ぶワークショップを開催した。各回の参加者数を下

の表にまとめる。 

回数 開催内容 日にち　 子ども 大人 付き添い大人 お客さん合計 ボランティア　スタッフ・講師

1 竹灯籠づくりWS 1回目 6/11 11 2 9 22 10 6

2 竹灯籠づくりWS 2回目 7/16 11 3 4 18 7 6

3 竹灯籠づくりWS 3回目 8/11 14 2 4 20 10 6

4 竹灯籠づくりWS 4回目 9/17 8 1 2 11 5 5

5 竹灯籠づくりWS（玉島朝市） 10/8 14 4 14 18 0 2

6 竹灯籠づくりWS 5回目 10/15 12 5 2 19 3 6

7 竹灯籠づくりWS (うえまつフリースクール)10/27 7 0 0 7 0 2

8 竹炭づくりWS 1/25 12 3 1 4 1 4

ボランティア・スタッフ

竹燈籠づくりワークショップ、竹炭づくりワークショップ集計表

参加者

 

竹灯籠づくりワークショップは総じて好評で、子どもたちが講師の指導と見守りボランテ

ィアや家族の付き添いの下、工具を用いて充実した表情で制作に取り組んでいた。大人も

初めて作る人が多く、楽しめていた。また、運営スタッフもワークショップの回数を重ね

ることで、竹灯籠の制作のコツが掴めていった。竹炭づくりワークショップで作った竹炭

は、当法人で使用している畑およそ 40m2 に撒いた。順次、竹炭を作りながら畑に撒いて

いく予定である。 

放置竹林の間伐、竹の芸術的資材への転向、それを用いた行事の開催、使用後に大地に

戻す、一連の流れを行うことができ、事業全体のサイクルを全うできた。 

 

④ 今後の課題･展開等 

・今回のイベントでは、11 月 11 日（土）、12 日（日）と土日両日を使って行なっ

たが、2日目の日曜日にボランティアの参加が少なく、運営上手が回らないことがあ

った。また、片付けも夜遅くになり、運営スタッフの疲労も激しかったため、来年

度は土曜日単日での開催を予定している。開催日が減ることで来場者も減ることが

見込まれるが、開催時間を夕方からではなく、午前からにして開催時間を増やして

出店ブースを拡げ、催し物を実施することで、来場者数を同数の 1,000 名を見込ん

でいきたい。 

・竹灯籠の展示においては、趣味で制作されている市井の作家にもご参加いただ木、

自身の作品を展示する機会を探している方もいらっしゃった。そのため、来年度は、

竹灯籠や竹の民芸や家具などの作品展示のブースも一般募集をすることも検討した

い。 

・竹灯籠の制作、展示の準備、来場者の警備や誘導、片付けなど多数の人員が必要

になるイベントであり積極的なボランティアの参加人数が必要であり、また一体感

を持って行えるような仕組みが大切になると考える。今回は、開催 1 週間前にボラ

ンティア顔合わせ会を行なったが、当日のイベントに向けて 2,3 ヶ月前からボラン

ティアスタッフチームの顔合わせやキックオフミーティングなどを行い、団結力を



 

高めていけるようにしたい。 

 

⑤ 県民局と協働した効果及び課題 

・県民局と協働して行なったことで、倉敷市の後援をスムーズに取れたことが非

常に大きかった。市の協力もあり、増原公園を駐車場として使用させていただけ

た。 

また、チラシを施設に掲示や配置する際にもスムーズに行うことができた。山

陽新聞の広告、ラジオの告知も行え来場者で賑わう行事にすることができた。ま

た、運営ミーティングではスケジューリングなど、的確なアドバイスをいただけ

て、準備を行うことができた。 

 

４ 参考事項・資料 

   写真（データでも提出すること） 

   当日資料 

   アンケート結果 他 

                                                             

  



 

写真 令和 5 年 11 月 11 日（土）、12 日（日）倉敷穂井田竹灯籠まつり 開催の様子 

 NPO 法人こうのさと  

 片岡徹也 

            

  



 

 

 



 

写真 令和 5 年 竹林のスコレー、倉敷穂井田竹灯籠祭りプロジェクト 

 NPO 法人こうのさと  

 片岡徹也 

 竹の間伐 竹灯籠の設置 竹灯籠づくりワークショップ 

竹灯籠づくりワークショップ 門松づくり 

フォトコンテスト審査 切り出した竹でブランコ

 

協賛店舗に設置した竹灯籠   



 

使い終わった竹灯籠 竹炭づくりワークショップ つくった竹炭 

竹炭を畑に撒く 竹炭を撒く畑 

由加山での展示の様子 竹灯籠まつり当日スタッフ集合写真 

制作した竹灯籠

 

祭り後の公園の整地 
竹灯籠を制作する NPO 法人彩スタッフ 



 

当日資料 

１．会場案内とご来場の方へのメッセージ 



 



 

当日資料３. 来場者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 



 


